
１位 （雄山）
２位 （雄山）

選 手 名 ( 学 校 名 ) ３位 （魚西） 選 手 名 ( 学 校 名 )

ﾒ ４位 （魚東）

ﾒﾒ ﾒ

ｺ
ﾒ

△ﾒ
ﾒﾒ ﾒﾒ

ﾒ
ﾄﾞ ﾒ

ﾒ ﾒ

△

ﾄﾞ △△ ﾒﾒ

ﾒ ﾒﾒ
ﾒ ﾒﾒ
ﾒ ﾒ ﾒ

ﾒ

ﾄﾞﾒ
ﾒ反

ｺ
個人３位決定戦

ﾒﾒ

１／０ １／０ ０／０ ０／０

８／４ ５／３ ４／２ ０／０

７／３ ０／０ ７／４ ０／０

２／２ ３／２ ０／０ ２／０

９／５ ８／５ ３／３ ９／４

17 2
5

9
14○

△

○

△△ 0△

○
0 2

○

入善
女子団体戦

入善

雄山

魚津
西部

高志野

－戦　評－
＜男子個人戦＞
 ベスト４には木倉（雄山）、松田（魚津東部）、有山（雄山）、高堂（雄山）の４選手が勝ち進んだ。２回戦で２０分にも及ぶ延長戦の末に加藤（雄山）を相面
で制した松田（魚津東部）だったが、準決勝では地力に勝る木倉（雄山）に面２本で惜敗。一方、昨年の地区新人大会１回戦で苦汁を喫した有山（雄山）
は高堂（雄山）を面２本で下して決勝へ。同校対決となった決勝は、互いに手の内を知り尽くしているだけにお互いに一歩も譲らない接戦となった。木倉
の厳しい攻めに有山が思わず竹刀落とし反則２回をしてしまい、木倉が優勝を手にした。

＜男子団体戦＞
　相手に１本も許すことなく決勝まで勝ち上がってきた雄山対し、しぶとく接戦を勝ち抜いてきた魚津東部が決勝で顔を合わせた。先鋒戦は、延長戦まで
粘った澤田（魚津東部）を高堂（雄山）が引き胴で下す。次鋒戦はお互いに譲らず引き分け。中堅戦では加藤（雄山）が松田（魚津東部）に延長戦で小手
を決めて個人戦の雪辱を果たす。副将戦では、試合中盤に有山（雄山）が引き面を決めて勝負を決した。既に勝敗の決した大将戦だったが、木倉（雄山）
に対して２年生大将の冨居（魚津東部）もよく健闘し、内容の濃い一戦が展開された。昨年の全中出場メンバーを３名残す雄山が、１・２年生メンバーで臨
む魚津東部に付け入る隙を与えず、勢いを保ったまま優勝となったが、４－０という試合結果以上に魚津東部の健闘が光った。３位には魚津西部が、４
位には滑川が健闘して入賞を果たした。

＜女子個人戦＞
　初戦で昨秋の覇者である梶原（雄山）を面で下して勢いに乗る高瀬（魚津東部）に対し、スピードと力強い打突で勝ち上がってきた上嶋（雄山）の準決勝
は、延長戦の末に上嶋の面で勝負あり。一方、気迫あふれる試合ぶりで勝ち上がってきた松崎（魚津西部）を落ち着いてさばき、面で下した内井が決勝
に進出。男子と同じく同校対決となった決勝戦は、延長の末、内井が打ってきた小手をすり上げ、引き面を決めた上嶋が、栄冠を手にした。

＜女子団体戦＞
　５チームしか参加できないという寂しい状態となった女子団体戦では、リーグ戦形式で優勝を争った。昨年覇者の雄山は一人一人が着実な試合運びで
勝利を積み重ね、全勝で３連覇を成し遂げた。２位には、粘り強いチームワークで１本をものにしてきた高志野が入った。３位には魚津東部、４位に魚津
西部が入賞し、両校とも勢いがある剣道で最後まで戦い抜いた。今大会の勢いをそのままに、県選手権大会では、各出場校の活躍に期待したい。
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